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Noriaki HAKOISHI



	堤体に大規模な放流管を増設する場合、堤体構造の面から削孔径には限界がある。そのため、キャビテーションに対する安全性が確保される範囲で流速を大きく設定することにより、放流管1条あたりの放流能力を大きくすることが求められる。その際問題となるのは、キャビテーションの原因となる管内の圧力低下である。そこで、土木研究所において、放流管曲管部の壁面作用圧力特性を明らかにするため、水理模型実験を主体とした研究が行われている。
	実験は、図-1に示すように、長さ10D（D：管径）の水平管の下流に中心角60 の曲管を設置して実施した。大規模放流管は曲げ加工ができないことから、斜めに切断した直管をつなぎ合わせたエビ継ぎ管となり、接合部で折れが生じることとなる。このエビ継ぎ管の内側の接合部付近では、流れが剥離する傾向となって、局所的な圧力低下が生じると考えられる。そこで、エビ継ぎ管の屈折角αと圧力低下特性の関係を調査した。
	その結果、実験で計測された曲管部壁面の圧力水頭から摩擦損失水頭や湾曲部の遠心力を考慮して求めた、エビ継ぎ管部の局所的な圧力変化の影響を表す係数εの絶対値は、αに対して直線的に変化することがわかった。この関係により、エビ継ぎ管部の圧力低下量を推定することができる。この研究成果や既往事例から、既設重力式コンクリートダム堤体に設置する増設放流管の水理設計手法がとりまとめられ、水理模型実験に供する基本設計形状の検討に反映されている。
	天ヶ瀬ダム再開発事業でトンネル内に跳水式減勢工を計画するにあたり、土木研究所において、トンネル内の跳水特性を把握するための基礎的な水理実験が行われている。実験では、幅0.3mの水路に天板を設置し、その高さを変化させ、高速流による空気連行、跳水による空気の巻き込み状況、跳水部の空気圧等を調査した。実験状況を写真-4に示す。その結果、上流側からの給気がない場合、天板の高さが低くなると下流（出口）側からの給気が不十分となり、跳水部の空気圧が著しく低下することが確認された。H/h2≧1.2（H:天板の高さ...

